
写真／９月１日、あ～すで行われためざみの里ま写真／９月１日、あ～すで行われためざみの里まつつ
りで、ダンシング・ヒーローを踊る参加りで、ダンシング・ヒーローを踊る参加者者

飯豊町は町制施行60周飯豊町は町制施行60周年年



広報いいで 2

飯豊町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。
これからも美しい景観と里山文化に磨きをかけていきます。
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今月の

表　紙

ステージ上でお手本ダンスを披露したのは、「team 艶 
えん

 YA 
や

 沙 」のメンバーたち。爽やかな
さ

笑顔とキレのあるダンスで、会場を魅了しました。

　９月１日、あ～すを会
場に、いいで“めざみの
里”まつり2018が行わ
れました。毎年開催され
るめざみの里 WA 踊りで、

わ

今年新たな試みとして行
われたのは、「ダンシン
グ・ヒーロー」の曲に合
わせてみんなで踊ろうと
いう企画。ステージ上の
お手本ダンスを参考に、
始めは見よう見まねで戸
惑いながら踊る参加者た
ちは、曲が進むにつれコ
ツをつかむと、会場内は
大盛り上がり。子どもか
ら大人、踊りの先生まで、
会場が一つになった瞬間
でした。

会場が
一つになった瞬間
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close-up◎平成30年度成人式

　

８
月　

日
、「
あ
～
す
」
で
成
人
式

15

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
新
成

人
は　

名
で
、
う
ち　

名
が
出
席
し

90

67

ま
し
た
。

　

後
藤
町
長
は
、

　
「
ふ
る
さ
と
で
あ
る
飯
豊
町
の
歴

史
、
財
産
、
価
値
を
よ
く
知
っ
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア

と
優
れ
た
体
力
・
知
識
・
や
る
気
を

生
か
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
髙
橋
空
さ
ん

（
手
ノ
子
）
は
、「
笑
顔
で
成
人
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
支
え

て
く
れ
た
家
族
や
教
え
導
い
て
く
れ

た
先
生
方
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ

た
地
域
の
方
々
、
と
も
に
成
長
し
て

き
た
友
人
・
仲
間
の
お
か
げ
で
す
。

一
人
一
人
、
活
躍
す
る
場
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
飯
豊
町
で
生
ま
れ
育
っ

た
誇
り
と
感
謝
の
気
持
ち
、
そ
し
て

成
人
と
し
て
の
決
意
を
胸
に
、
責
任

あ
る
社
会
人
と
し
て
歩
ん
で
い
く
こ

と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
」
と
宣
誓
。

頼
も
し
い
言
葉
を
受
け
、
後
藤
町
長

は
期
待
を
込
め
て
髙
橋
代
表
と
固
い

握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
、
会

場
を
物
産
館
に

移
し
て
、
成
人

式
実
行
委
員
会

主
催
の
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
か

れ
ま
し
た
。

真剣な眼差しで式典に出真剣な眼差しで式典に出席席再会を喜び記念の１再会を喜び記念の１枚枚恩師との思い出話に花が咲恩師との思い出話に花が咲くく

平成30年平成30年度度成人成人式式

◆出来事／消費税３％から５％に増税実施（４月）、さくらんぼテレビ
（SAY）開局（４月）、映画「もののけ姫」（宮崎駿監督）劇場公開
（７月）、香港がイギリスから返還（７月）、サッカー日本代表ワール
ドカップ初出場決定（11月）、京都議定書採択（12月）

◆世相・流行／たまごっち（バンダイ）、ポケモン（任天堂）、「ONE 
PIECE」週刊少年ジャンプ連載開始、マイブーム（みうらじゅん）、
CAN YOU CELEBRATE?（安室奈美恵）、White Love（SPEED）、
タイタニック（ジェームズ・キャメロン監督・脚本）

新成人の生まれた年（1997.4.2－1998.4.1）渡部 翼 成人式実行委員長（椿出身）
　会社勤務をしながら、毎日慌た
だしい日々を過ごしています。成
人式では、普段会えない同級生と
会って話すことが楽しみで参加し
ました。地元の大切な友達同士で
今の状況を報告しながら、これか
らも仲良く、末永く付き合ってい
きたいと思っています。

Voice Playback

新成人を代表して宣誓
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平成30年度新成人に聞きました

ふるさとへの思いをつなげるアンケート
　都市への人口流出、未婚率の上昇や晩婚化による少子化などが要因となり、地方自治体の人口は減少傾向にあり
ます。当町でも年平均130人前後の人口が減少しており、このまま推移すると2060年には人口が現在の半分以下
（3,343人）になるとの予測が出されています（国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2013
年３月推計））。この状況を改善するために、人口流出の縮小、Uターン・Iターンの促進、婚活の推進など、人口減
少を鈍化させるための施策が町政においても重要な課題となっています。
　若者世代が、この町で心身ともに健やかに暮らし、働き、自身の幸せを実現しながら飯豊町の未来を紡いでいく
ために必要としているもの、自分たちの故郷への思いを、新成人として８月15日の成人式に参加された皆さまにお
伺いしました。調査にご協力いただいた皆さま、誠にありがとうございました。
　調査内容は、今後の定住促進や町の環境整備のための取り組みに生かしてまいります。

問　

あ
な
た
の
お
住
ま
い
は
？

　

昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
比
較
す
る

と
町
外
在
住
の
割
合
が　

％
上
昇
し
て
い
ま

10

す
。
町
外
在
住
の
方
は
学
生
が
約
７
割
で
、

上
記
の
職
業
構
成
比
と
合
わ
せ
て
見
る
と
進

学
の
た
め
に
町
外
に
出
る
方
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

問　

今
の
悩
み
は
何
で
す
か
？

　

全
体
の
悩
み
と
し
て
は
「
将
来
の
こ
と
」

「
仕
事
や
勉
強
」
の
割
合
が
多
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
町
内
・
町
外
在
住
で
比
較
す
る

と
、
町
内
在

住
の
方
は

「
将
来
の

こ
と
」
を
悩

み
と
す
る

方
が
半
数

に
上
り
、
町

外
在
住
の

方
で
は
学

生
の
割
合

が
高
い
こ

と
を
反
映

し
て
か
「
就

職
活
動
」
の
悩
み
の
割
合
が
高
く
な
る
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
。

問　

未
婚
者
に
聞
き
ま
し
た

　
　

将
来
結
婚
し
た
い
で
す
か
？

　

昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
比
較
す
る

と
、
全
体
で
は
結
婚
へ
の
意
識
は
大
き
く
変

動
は
な
い
も
の
の
、「
結
婚
し
た
く
な
い
」

「
考
え
て
い
な
い
」
と
回
答
す
る
割
合
が
微

増
し
て
い
ま
す
。
町
内
在
住
・
町
外
在
住
で

対
象
を
分
け
て
比
較
し
て
み
る
と
、「
５
～

　

年
後
に
は
結
婚
し
た
い
」「
い
ず
れ
は
結
婚

10し
た
い
」
と
回
答
し
た
方
の
数
は
町
外
在
住

の
方
が
町
内
在
住
を　

％
ほ
ど
上
回
り
ま
し

10

た
。
中
で
も
女
性
の
方
が
こ
の
傾
向
が
顕
著

で
、
回
答
者
の
中
で
は
町
内
在
住
の
女
性
の

約
3
割
が
「
結
婚
し
た
く
な
い
」「
考
え
て
い

な
い
」
と
回
答
し
て
お
り
、
全
国
で
課
題
と

な
っ
て
い
る
未
婚
率
の
上
昇
、
晩
婚
化
の
片

り
ん
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

結
婚
へ
の
意
識
醸
成
や
出
会
い
の
機
会
を
創

出
す
る
な
ど
、
町
内
で
の
『
若
者
の
結
婚
離

れ
』
を
改
善
す
る
対
策
が
必
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

■回答者

計 56 名（式典出席者67名中 83％）
　男 33 名　女 23 名

■職業
（人）

無回答フリーター公務員会社員学生

11１2528人数

1.8％1.8％1.8％44.6％50.0％構成比

町町内内
3939％％県県外外

5050％％

県内
11％

５～10５～10年年
以内に以内にはは
結婚した結婚したいい
41.141.1％％

いずれは結婚いずれは結婚しし
たい 37.5たい　37.5％％

無回答　1.8％

結婚したく
ない　5.4％

考えていない
14.3％

無回答

将来
仕事や勉強
就職活動

お金
友達や恋人

家族
特になし
その他

41.4％
20.0％

11.4％
10.0％

4.3％
1.4％
4.3％

7.1％
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問　

町
内
在
住
者
に
聞
き
ま
し
た

　
　

将
来
も
飯
豊
町
に
住
み
ま
す
か
？

　

町
内
在
住
の
方
の　

％
が
「
住
み
た
い
」

91

「
で
き
れ
ば
住
み
た
い
」
と
回
答
し
、
特
に

男
性
は
飯
豊
町
に
住
み
続
け
た
い
と
考
え
て

い
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

問　

町
外
在
住
者
に
聞
き
ま
し
た

　
　

将
来
は
飯
豊
町
に
戻
り
ま
す
か
？

　

町
外
在
住
者
で
は「
飯
豊
町
に
戻
り
た
い
」

「
で
き
れ
ば
戻
り
た
い
」
と
回
答
し
た
方
が

　
・
４
％
と
な
り
、
昨
年
度
の
調
査
結
果
（　

82

64

％
）を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。「
戻
り
た
く

な
い
」「
で
き
れ
ば
戻
り
た
く
な
い
」
が　

％
56

を
占
め
て
い
た
平
成　

年
の
調
査
か
ら
比
較

18

し
て
も
、
飯
豊
町
に
住
む
こ
と
を
希
望
す
る

若
者
世
代
の
割
合
が
明
ら
か
に
増
え
て
お
り
、

町
と
し
て
も
大
変
喜
ば
し
い
結
果
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。
働
く
場
所
の
創
出
や
定
住
す
る

た
め
の
環
境
整
備
な
ど
、
こ
の
若
者
た
ち
の

気
持
ち
を
後
押
し
す
る
取
り
組
み
が
、
U

タ
ー
ン
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問　

飯
豊
町
が
好
き
で
す
か
？

　

約
9
割
が
「
飯
豊
町
が
好
き
」
と
回
答
し
、

昨
年
度
よ
り
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
町

に
対
し
て
の
郷
土
愛
が
高
い
傾
向
に
あ
り
、

好
き
な
理
由
と
し
て
「
自
然
が
豊
か
」「
人
が

温
か
い
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
町
全

体
の
取
り
組
み
と
し
て
こ
の
良
さ
を
再
認
識

し
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
町
の
景
観
保
全

や
伝
統
・
文
化
の
継
承
を
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

問　

飯
豊
町
に
住
み
続
け
る
（
戻
る
）
た
め

　
　

に
大
事
な
条
件
・
理
由
は
何
で
す
か
？

　
「
飯
豊
町
に
住
み
続
け
る
」「
戻
っ
て
く
る
」

た
め
に
必
要
な
条
件
と
し
て
高
か
っ
た
の
は

『
家
族
』
と
『
仕
事
』
で
し
た
。
中
で
も
町

内
在
住
の
方
は
『
家
族
』
と
回
答
す
る
割
合

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
昨
年
と
の
対
比
で
は

『
家
族
』『
友
達
』の
ポ
イ
ン
ト
が
上
が
り
、
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、『
娯
楽・シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
施
設
』『
便
利
な
交
通
機
関
』
を
希
望
す
る

ポ
イ
ン
ト
が
減
り
、『
美
し
い
自
然
環
境
』
を

大
事
と
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
増
え
た
点
が
特
徴

的
で
、
故
郷
の
自
然
が
存
続
す
る
よ
う
願
う

気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
自
由
回
答
で
「
町
内
に
で
き
て
（
増

え
て
）
ほ
し
い
も
の
・
施
設
」
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、『
職
場
』『
店
（
コ
ン
ビ
ニ
）』『
居
酒

屋
』
な
ど
の
回
答
が
複
数
見
ら
れ
ま
し
た
。

大
事
な
家
族
や
友
達
と
共
に
飯
豊
町
で
過
ご

し
た
い
け
れ
ど
も
、
町
外
や
都
会
で
の
便
利

な
生
活
や
職
場
の
選
択
肢
の
多
さ
に
も
魅
力

を
感
じ
、
揺
れ
る 
想 
い
も
あ
る
よ
う
に
見
受

お
も

け
ら
れ
ま
す
。

　

冒
頭
で
触
れ
た
と
お
り
、
都
会
へ
の
人

口
流
出
に
よ
る
地
方
都
市
の
人
口
減
少
が

全
国
的
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

総
務
省
の
調
査
で
は
、
働
き
方
や
暮
ら
し

方
を
変
え
た
い
、
都
会
の 
喧 けん 
騒 
を
離
れ
静

そ
う

か
な
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
た
い
、
自
然
の
豊

か
な
と
こ
ろ
で
子
育
て
を
し
た
い
な
ど
の

理
由
か
ら
、
都
会
に
住
む
若
者
の
中
で

『
田
園
回
帰
』
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て

い
る
と
の
見
方
も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
新
成
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
も
、
都
会
的
な
利
便
性
や
物
質

的
な
豊
か
さ
よ
り
も
、
家
族
・
友
人
と
の

繋
が
り
や
自
然
の
豊
か
さ
を
大
事
に
す
る

気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　
「
飯
豊
町
が
好
き
」と
答
え
た
若
者
の
多

く
が
「
で
き
れ
ば
飯
豊
町
に
住
み
た
い
」

「
で
き
れ
ば
戻
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
『
で
き
れ
ば
』
の
中
に
、
仕
事

や
将
来
に
対
し
て
の
悩
み
が
し
こ
り
に

な
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ

の
町
に
住
む
私
た
ち
が
、
こ
の
町
で
の
暮

ら
し
や
日
常
で
感
じ
る
幸
せ
な
ど
を
語
り
、

発
信
す
る
こ
と
で
、
若
者
た
ち
の
背
中
を

押
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
一
度
、『
自
然
が
多
く
四
季
の
恵
み
が

あ
る
』『
地
域
や
人
と
の
交
流
』
な
ど
、
飯

豊
町
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
豊
か
さ
や

幸
せ
に
目
を
向
け
、
家
族
や
友
人
と
語
り

合
う
機
会
を
、
ぜ
ひ
持
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

できれば戻できれば戻りり
たたいい
61.861.8％％

戻りた戻りたいい
20.620.6％％

戻りたくな戻りたくないい
5.95.9％％

できれば戻り
たくない　
2.9％

無回答
その他

家族

友達
美しい自然景観
便利な交通機関

娯楽・ショッピング施設
スポーツ・文化施設
住宅団地・アパート

医療・福祉施設

仕事

11　10.5％

８　7.6％

８　7.6％

５　4.8％

３　2.9％

３　2.9％

27　25.7％

 回答数、％の順で記載

好き 89.3好き　89.3％％

どちらでもない
10.7％

ま
と
め

無回答
8.8％

22　21.0％

18　17.1％

住みた住みたいい
36.436.4％％

できれば住できれば住みみ
たい 54.5たい　54.5％％

住みたくない
4.5％

無回答
4.5％
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《
地
方
自
治
功
労
》 
小
川
吉
儀（
多
年
高
峰
地

区
協
議
会
長
と
し
て
地
域
振
興
に
貢
献
・
高

峰
）／
五
十
嵐
一
男（
多
年
小
白
川
区
民
会
長

と
し
て
地
域
振
興
に
貢
献
・
小
白
川
）／
井
上

勝
衛（
統
計
調
査
員　

年
在
任
・
高
峰
）／
横

25

山
雅
行（
統
計
調
査
員　

年
在
任
・
萩
生
）／

52

横
山
健
二（
統
計
調
査
員　

年
在
任
・
小
白

25

川
）／
屋
嶋
俊
一（
統
計
調
査
員　

年
在
任
・

46

萩
生
）／
山
内
幸
夫（
統
計
調
査
員　

年
在

25

任
・
黒
沢
）／
梅
津
名
七（
統
計
調
査
員　

年
62

在
任
・
椿
）／
樋
口
兼
利（
統
計
調
査
員　

年
・
33

添
川
）／
堀
敬
次（
統
計
調
査
員　

年
在
任
・

41

萩
生
）／
鈴
木
富
雄（
統
計
調
査
員　

年
在

27

任
・
中
）／
手
ノ
子
区
協
議
会（
地
域
住
民
が

一
丸
と
な
り
、手
ノ
子
区
協
議
会
を
は
じ
め
、

協
議
会
の
各
部
会
が
他
の
模
範
と
な
る
地
域

活
性
化
活
動
を
実
践
）　
《
教
育
功
労
》 
大
城

清（
多
年
社
会
教
育
推
進
員
と
し
て
社
会
教

育
の
振
興
に
貢
献
・
高
峰
）／
伊
藤
靖（
多
年

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
貢
献
・
椿
）／
梅
津
和
宏（
同
・
椿
）／

伊
藤
和
範（
同
・
添
川
）／
小
松
和
浩（
同
・
長

井
市
）　
《
産
業
功
労
》 
鈴
木
忠
好（
多
年
商

工
会
の
要
職
を
務
め
商
工
業
の
振
興
に
貢

献
・
中
）／
嵐
哲
雄（
多
年
観
光
協
会
理
事
と

し
て
観
光
業
の
振
興
に
貢
献
・
白
川
）／
渡
部

岩
次（
多
年
林
業
・
木
炭
生
産
に
従
事
し
林
業

の
振
興
に
貢
献
・
萩
生
）／
株
式
会
社
レ
ペ
ッ

ク（
操
業
以
来
経
済
振
興
お
よ
び
雇
用
安
定

に
貢
献
・
添
川
）／
日
本
通
運
株
式
会
社（
多

年「
日
通
の
森
」森
林
育
成
活
動
の
継
続
に
よ

り
未
来
の
森
づ
く
り
と
本
町
の
活
性
化
に
貢

献
・
東
京
都
港
区
）／
協
同
組
合
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
パ
ー
ク
め
ざ
み（
小
売
業
者
に
よ
る
協
同

組
合
を
設
立
し
、経
済
振
興
お
よ
び
消
費
生

活
向
上
に
貢
献
・
萩
生
）　
《
社
会
福
祉
功

労
》 
土
田
と
も（
多
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

功
労
者
表
彰

（
敬
称
略
）

飯豊飯豊町町
町制施町制施行行
60周60周年年
記念式記念式典典

虚

許距鋸

　

９
月
１
日
、
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ
～

す
」
を
会
場
に
、
町
制
施
行　

周
年
記
念
式

60

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
置
賜
３
市
４
町
の
首

長
や
、
友
好
都
市
の
千
葉
県
南
房
総
市
長
な

ど
、
多
く
の
来
賓
を
お
招
き
す
る
と
と
も
に
、

町
民
の
方
か
ら
も
広
く
参
加
い
た
だ
き
、　
60

周
年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
は
、
飯
豊
町
消
防
団
音
楽
隊
の

演
奏
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
町
政
が
一
歩
ず

つ
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
に
と

の
願
い
を
込
め
、「
3
6
5
歩
の
マ
ー
チ
」
な

ど
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

後
藤
幸
平
町
長
は
式
辞
の
中
で
、「
人
・
風

土
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
住
民
の

皆
さ
ま
が
「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
」

と
、
そ
し
て
訪
れ
る
方
々
に
「
ま
た
訪
れ
た

い
町
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、「
田
園
の
息
吹

が
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
ま
ち
」
の
実
現
を
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を
通
し
て
社
会
福
祉
に
貢
献
・
中
）／
手
塚
た

け（
同
・
黒
沢
）／
宇
津
木
き
ぬ
ゑ（
同
・
萩
生
）

／
八
島
圭（
同
・
萩
生
）／
故 
宇
津
木
啓
子

（
多
年
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福

祉
に
貢
献
・
萩
生
）／
岡
桂（
同
・
下
屋
地
）／

五
十
嵐
あ
い（
同
・
白
川
）／
元
木
ヒ
デ
子

（
同
・
手
ノ
子
）／
手
塚
勝
助（
同
・
萩
生
）／
舟

山
眞
知
子（
同
・
松
原
）／
井
上
良
夫（
同
・
高

峰
）／
井
上
克
夫（
同
・
萩
生
）／
木
村
栄
子

（
同
・
萩
生
）／
五
十
嵐
眞（
同
・
手
ノ
子
）／
鈴

木
い
せ
子（
同
・
上
原
）／
山
口
泰
子（
同
・
宇

津
沢
）／
二
瓶
秀
基（
同
・
小
白
川
）／
横
澤
浩

雄（
多
年
保
護
司
と
し
て
社
会
福
祉
に
貢
献
・

黒
沢
）／
長
岡
米
次（
同
・
中
）　
《
民
生
功
労
》 

飯
豊
町
消
防
団（
結
婚
活
動
支
援
事
業
や
消

防
団
音
楽
隊
の
演
奏
な
ど
を
通
し
て
地
域
活

性
化
と
町
民
福
祉
の
向
上
に
貢
献
）／
屋
嶋

雅
一（
元
消
防
部
長
・
団
員　

年
・
萩
生
）／
髙

25

橋
邦
彦（
元
消
防
班
長
・
団
員　

年
・
高
峰
）／

26

大
石
利
雄（
元
消
防
部
長
・
団
員　

年
・
萩
生
）

26

／
小
関
貴
典（
元
消
防
分
団
長
・
団
員　

年
・
28

手
ノ
子
）／
菊
地
正
二（
元
消
防
部
長
・
団
員

　

年
・
小
白
川
）／
横
山
清
彦（
元
消
防
分
団

30長
・
団
員　

年
・
高
峰
）／
鈴
木
俊
一
郎（
元
消

30

防
部
長
・
団
員　

年
・
手
ノ
子
）／
山
口
利
行

31

（
元
消
防
分
団
長
・
団
員　

年
・
中
）／
伊
藤
喜

32

和
子（
多
年
交
通
安
全
活
動
に
尽
力
し
民
生

の
安
定
に
貢
献
・
黒
沢
）　
《
公
益
功
労
》 
安

部
均（
町
消
防
団
の
充
実
強
化
の
た
め
多
額

の
寄
付
を
さ
れ
公
益
活
動
に
貢
献
・
椿
）／
米

野
斉
巳（
町
の
発
展
の
た
め
多
額
の
寄
付
を

さ
れ
公
益
活
動
に
貢
献
・
添
川
）／
故 
加
藤

清
次（
福
祉
の
発
展
の
た
め
多
額
の
寄
付
を

さ
れ
公
益
活
動
に
貢
献
・
椿
）／
樋
口
建
設
株

式
会
社（
町
の
発
展
の
た
め
多
額
の
寄
付
を

さ
れ
公
益
活
動
に
貢
献
・
萩
生
）／
株
式
会
社

大
岸
製
作
所（
交
通
遺
児
撲
滅
活
動
支
援
の

た
め
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
公
益
活
動
に
貢

献
・
埼
玉
県
白
岡
市
）

虚町の発展に多大なる貢献をされた功労者と来賓、合わせ
て130名が出席して行われた記念式典　許式典に先立って
行われた、飯豊町消防団音楽隊による記念演奏　距町政発
展のために各分野でご尽力いただいた功労者の方々に表彰
状が手渡された　鋸60周年の節目に、今後もさらなる町
の発展を願う式辞を述べる後藤幸平町長　漁アトラクショ
ンで行われた獅子舞の披露　禦獅子舞に続いて登場した御
神輿　魚アトラクションを終え、元気いっぱいに「ありが
とうございました」　亨町制施行60周年記念トークショー
のゲスト、左から大場好弘氏（山形大学理事・副学長）、
清水浩氏（叙e-Gle代表取締役社長・慶應義塾大学名誉教
授）、吉武秀哉氏（山形大学教授 学術研究院）、今優子氏
（飯豊町立飯豊中学校教諭）

漁

禦魚亨

心
か
ら
誓
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。」と
力
強
く

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
町
政
発
展
の
た
め
に
各

分
野
で
活
躍
さ
れ
た　

名
と
７
団
体
の
皆
さ

50

ん
へ
、
後
藤
町
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
登
場

し
た
の
は
、
飯
豊
わ
く
わ
く
こ
ど
も
園
の
園

児
に
よ
る
獅
子
舞
と
御
神
輿
。
元
気
い
っ
ぱ

い
の
子
ど
も
た
ち
の
発
表
に
、
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
制
施
行　

周
年
を
記
念
し
て
「
可
能
性

60

を
ひ
ら
く
種　

飯
豊
電
池
バ
レ
ー
構
想
」
と

題
し
、
記
念
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
の
清
水
浩
先

生
や
飯
豊
中
学
校
今
優
子
先
生
ら
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
、
飯
豊
町
の
事
業
可
能
性
や
教
育
の

面
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
期
待
な
ど
が
意

見
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

Photograph
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９
月
１
日
、「
い
い
で
〝
め
ざ
み
の

里
〟
ま
つ
り
2
0
1
8
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
町
制
施
行　

周
年
を
記

60

念
し
多
彩
な
催
し
を
繰
り
広
げ
た
会

場
の
一
部
始
終
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
つ
り
の
ス
タ
ー
ト
を
飾
っ
た
の

は
、
飯
豊
わ
く
わ
く
こ
ど
も
園
の
園

児
に
よ
る「
ち
び
っ
こ
獅
子
」。
大
勢

の
観
衆
が
見
守
る
中
、
大
人
顔
負
け

の
獅
子
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
山
形
殺
陣
乃
会
「 
紅 く 
蓮 れ

 
羽 
」
に
よ
る
忍
者
体
験
教
室
、
イ
ワ

はナ
の
つ
か
み
ど
り
、
町
建
設
組
合
に

よ
る
親
子
木
工
教
室
、
消
防
団
に
よ

る
防
災
フ
ェ
ス
タ
、
自
衛
隊
に
よ
る

制
服
試
着
や
車
両
展
示
な
ど
の
催
事

が
次
々
に
行
わ
れ
、
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

　

今
年
の
〝
め
ざ
み
の
里
〟
ま
つ
り

の
目
玉
は
、「
な
ん
で
だ
ろ
～
？
」
で

お
な
じ
み
の
「
テ
ツ
a
n
d
ト
モ
」

の
ラ
イ
ブ
。
昼
と
夜
の
計
２
ス
テ
ー

ジ
で
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
笑
い
の

渦
に
包
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

Y
B
C
ラ
ジ
オ
公
開
生
放
送
も
行
わ

れ
、
生
中
継
さ
れ
る
会
場
の
様
子
が

ラ
ジ
オ
を
通
し
て
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
 
Ｗ
Ａ 
踊
り
に
は
飛
び
入
り
参
加
も

わ

含
め　

団
体
約
1
2
0
0
人
の
踊
り

26

手
が
参
加
。
め
ざ
み
音
頭
と
花
笠
音

頭
は
優
雅
で
あ
で
や
か
に
。
初
の
試

み
の
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ヒ
ー
ロ
ー
の
曲

に
の
せ
た
ダ
ン
ス
は
、
会
場
全
体
で

元
気
い
っ
ぱ
い
に
踊
り
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
締
め
く
く
り
は
打
上
花

火
。
夜
空
に
咲
い
た
大
輪
の
花
火
を

見
上
げ
な
が
ら
、
家
族
・
友
達
同
士

で
終
始
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

2018.9.1　町民総合センター「あ～す」

心を一つに「ラブリーホームタウ心を一つに「ラブリーホームタウンン」全員合唱」全員合唱

飯豊中生によるまつり運営ボランティ飯豊中生によるまつり運営ボランティアア

ちびっこつかみどちびっこつかみどりり YBCラジオ公開生放送に出YBCラジオ公開生放送に出演演するする後藤町長後藤町長

石現文殊石現文殊尊尊
子どもまつ子どもまつりり

あでやかに揃った踊りを披あでやかに揃った踊りを披露露’

テツandトモと一緒に「なんでだろ～♪テツandトモと一緒に「なんでだろ～♪」」
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山形大学ｘＥＶ飯豊研究センター 解 析 研 究 棟 開 所
　

９
月
１
日
、
山
形
大
学
ｘ
Ｅ
V
飯

豊
研
究
セ
ン
タ
ー
で
、
新
た
に
建
設

さ
れ
た
解
析
研
究
棟
の
開
所
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
建
物
は
、
材
料
解
析
を
行
う

ア
ナ
リ
シ
ス
棟
と
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
搭
載
車
と
し
て
既
に
出
荷
さ

れ
た
製
品
を
入
手
し
、
分
解
や
解
析

な
ど
を
行
い
、
そ
の
動
作
原
理
や
製

造
方
法
、
設
計
や
構
造
、
仕
様
の
詳

細
、
構
成
要
素
な
ど
を
調
査
す
る
リ

バ
ー
ス
棟
の
２
棟
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
解
析
研
究
棟
の
開
所
を
契
機

に
、
開
発
研
究
拠
点
の
機
能
が
増
強

さ
れ
、
実
用
化
に
よ
る
起
業
や
既
存

企
業
の
新
分
野
進
出
な
ど
に
よ
り
、

蓄
電
デ
バ
イ
ス
関
連
産
業
の
集
積
を

図
り
、
雇
用
拡
大
や
経
済
基
盤
の
強

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

建
設
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
公
共

団
体
が
実
施
す
る
地
方
創
生
に
関
わ

る
事
業
に
対
し
て
、
企
業
が
寄
付
を

行
う
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
が

活
用
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
中
で
、

寄
付
を
行
っ
た
企
業
に
対
し
、
感
謝

状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
企
業

　

石
川
可
鍛
造
製
鉄
株
式
会
社
（
石

川
県
）
／
宝
泉
株
式
会
社
（
大
阪

府
）
／
マ
イ
ク
ロ
・
ビ
ー
ク
ル
・

ラ
ボ
株
式
会
社
（
大
阪
府
）
／
株

式
会
社
デ
ジ
コ
ン
キ
ュ
ー
ブ
（
山

形
市
）／
株
式
会
社
や
ま
び
こ（
東

京
都
）

アナリシス棟リバース棟

感謝状を贈呈する後藤町長と
企業版ふるさと納税寄付企業

飯豊町アンテナショップ
高円寺純情コミュニティー
　カフェ＆ショップ“ＩＩＤＥ”
　東京都杉並区。JR中央線高円寺駅北口から徒歩１分の場所にある「高円寺純情商
店街」。小説の舞台になり、人通りも多く、活気に満ち溢れたこの商店街を200m程
進んだところに、飯豊町アンテナショップ「高円寺純情コミュニティーカフェ＆
ショップ“IIDE”」があります。
　東京にいながら飯豊町を味わえるスポット、そして飯豊町と都会との交流の場づ
くりを目指す、飯豊町アンテナショップを紹介します。

　このアンテナショップが果たす役割は、飯豊町の特
産品を首都圏に住む方々に紹介すること。店内には、
飯豊産の米や季節の野菜、日本酒などが所狭しと並び
ます。また、町内の若手農業者などが、米や牛肉の販
売で定期的に店頭に立ち、飯豊を売り込んでいます。
　店内には、食事を提供するスペースもあり、飯豊米
のおにぎりやきのこなど、東
京にいながらにして飯豊の
旬の味を堪能することがで
きるのも、このアンテナ
ショップの魅力です。

　めざみの里まつりでも出店した
アンテナショップ。店長の藤本明
子さんは、「飯豊の名前を多くの皆
さんに知ってもらうために、高円
寺で一緒に盛り上がりたい」と語り
ました。アンテナショップでは、
町内産品を販売・提供したい方を募
集しています。

◆問合せ先／飯豊町アンテナショップ
　緯03繰5356繰9922 E-mail／info@iide-kouenji.com

藤本明子店長

叡 叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡
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問合せ先／役場総務企画課総合政策室　緯87―0521

振 興 審 議 会

委 員 の 紹 介

※敬称略
氏 名

（ 地区 ）

 堀 
ほり

 江 
え

 守 
もり

 弘 
ひろ

（ 椿 ）

 齋 
さい

 藤 
とう

 潔 
ゆき

 子 
こ

（ 東部 ）

（ 中津川 ）
 伊 
い

 藤 
とう

 美 
み

 紀 
き

（ 高峰 ）

 菊 
きく

 地 
ち

 義 
よし

 一 
かず

（ 東部 ）

（ 黒沢 ）

 小 
こ

 池 　
いけ

 優 
まさる

（ 東部 ）

 髙 
たか

 橋 
はし

 弘 
ひろ

 一 
かず

（ 高峰 ）

 鈴 
すず

 木 
き

 秀 
ひで

 樹 
き

（ 小白川 ）

 八 
や

 島 
しま

 美 
み

 穂 
ほ

（ 手ノ子 ）

 安 
あ

 部 　
べ

 学 
まなぶ

（ 中津川 ）

（ 小白川 ）

 金 
かね

 田 
だ

 舞 
る

 美 
み

（ 手ノ子 ）

 伊 
い

 藤 
とう

 秀 
ひで

 樹 
き

（ 萩生 ）
 嶋 
しま

 貫 
ぬき

　 恵 
めぐみ

（ 中 ）
 長 
なが

 岡 
おか

 文 
ふみ

 明 
あき

（ 中 ）
 小 
こ

 松  淑 
まつ しゅ

 喜 
き

 子 
こ

（ 萩生 ）

 安 
あ

 部 
べ

 宗 
むね

 和 
かず

（ 黒沢 ）

飯豊町振興審議会

 手 
て

 塚  源  太  郎 
づか げん た ろう

 手  塚 
て づか

 健 
けん

 一 
いち

 郎 
ろう

 細 
ほそ

 渕 
ぶち

 里 
り

 久 
く

 子 
こ

町 振 興 審 議 会町 振 興 審 議 会 長長

米 野 斉 巳 米  野  斉  巳 
よね の ひと み

（ 東部（  東部  ））

　８月29日、20名に町振興審議会委員の辞令が交付されました。振興審議会とは、「町長
の 諮  問 に応じ、飯豊町振興計画の策定、変更、その実施に関し、必要な調査および審議を

し もん

する」機関で、任期は平成31年度末までです。
　今期の抱負を、前期に引き続き会長に就任された米野斉巳会長（東部）に伺いました。

　前期に引き続き会長を拝命し、身の引き締まる思いと責任の重大さを痛感しております。
　第４次飯豊町総合計画は、長期的な町づくりの総合的ビジョンを示す計画として策定さ
れました。今年度は後期３カ年目に入り、計画全体の総仕上げとも言える段階となります。
机上の議論だけではなく、委員自らが、自分の目で現場を確認し、より良い町の発展のた
めに精一杯取り組んでまいりますので、よろしくお願いいたします。

 鈴 
すず

 木 
き

 正 
まさ

 人 
と

（ 椿 ）
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７
月　

日
、
米
沢
市
食
肉
市
場

26

で
米
沢
牛
枝
肉
共
励
会
が
行
わ
れ
、

黒
沢
の
手
塚
敬
さ
ん
が
育
て
た
黒

毛
和
牛
（
雌
）
が
最
優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。
出
荷
し
た
枝
肉
は
１

㌔
当
た
り
6
5
3
6
円
の
高
値
で

競
り
落
と
さ
れ
ま
し
た
（
こ
の
日

の
平
均
単
価
は
3
4
7
4
円
）。

　

ほ
か
に
本
町
か
ら
は
、
優
秀
賞

２
席
に
遠
藤
功
さ
ん
（
黒
沢
）、
優

秀
賞
３
席
に
新
野
忠
司
さ
ん
（
添

川
）、
優
良
賞
に
伊
藤
儀
宝
さ
ん

（
高
峰
）、
横
山
雅
浩
さ
ん
（
添

川
）、
特
別
奨
励
賞
に
梅
津
光
則

さ
ん
（
黒
沢
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
の
米
沢
牛
枝
肉
市
場

で
の
受
賞
は
、
昨
年
７
月
の
共
励

会
と　

月
の
共
進
会
、
今
年
４
月

12

の
共
励
会
に
続
き
、
４
回
連
続
最

優
秀
賞
受
賞
の
快
挙
と
な
り
ま
し

た
。

　

手
塚
さ
ん
は
、
平
成　

年
に
家

15

業
で
あ
る
農
業
を
父
か
ら
引
き
継

ぎ
、
現
在
で
は
、
肉
用
牛
の
肥
育

（
約　

頭
）
と
稲
作
（
作
付
７
・

70

６
盾
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

優
秀
な
肉
用
牛
を
出
荷
す
る
た

め
の
こ
だ
わ
り
は
、
子
牛
購
入
の

段
階
で〝
人
な
つ
っ
こ
そ
う
な
牛
〟

を
選
ぶ
こ
と
。「
そ
う
い
う
牛
は
、

愛
情
を
か
け
て
育
て
ら
れ
た
証
し
。

自
分
が
さ
ら
に
愛
情
を
か
け
、
そ

れ
が
良
い
成
績
に
つ
な
が
れ
ば
最

高
に
い
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
今
後
に
向
け
た
抱

負
と
し
て
「
事
故
な
く
、
健
康
な

状
態
で
出
荷
す
る
こ
と
が
一
番
。

そ
の
上
で
、
米
沢
牛
の
名
前
に
恥

じ
な
い
よ
う
な
脂
や
肉
の
質
を
ま

と
っ
た
牛
を
育
て
た
い
」
と
力
強

く
語
ら
れ
ま
し
た
。　

米沢牛枝肉共励会 手塚 敬 さん生産の黒毛和牛が最優秀賞
たかし

左から：（町長）、小浦優妃さん、後藤昇平オーナー

　８月９日、うそ電話詐欺被害を防いだとして、セ
ブン－イレブン飯豊椿店（後藤昇平オーナー）と店
員の小浦優妃さんに、長井警察署から感謝状が贈呈
されました。７月下旬、来店した男性が電子マネー
のギフト券８万円分を購入したいと申し出たことに、
応対した小浦さんが詐欺を疑い、後藤オーナーと共
に説得し、同署に知らせたものです。小浦さんは
「今後も、声掛けを続けて被害者が出ないように努
めていきたいです」と話されました。

うそ電話詐欺防ぎ感謝状贈呈セブン－イレブン飯豊椿店

国保診療施設勤務医師功労者表彰小川俊一医師（山形市）

左から：（町長）、小川俊一医師

　７月24日、山形県国民健康保険団体連合会の国
民健康保険事業功労者表彰で、小川俊一医師が国保
診療施設勤務医師功労者として表彰されました。小
川先生は平成13年度から平成18年度までの５カ年
と平成24年度から平成30年度までの６カ年の、計
11年間の長期にわたり、国民健康保険診療所付属
中津川診療所の医師として勤務されました。特に中
津川地区民の健康保持増進など、地域医療に貢献さ
れたことが認められたものです。

日頃の給餌も愛情を込めて行日頃の給餌も愛情を込めて行うう

手塚敬さ手塚 敬 さんん
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まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。
役場総務企画課情報防災室まで（直通拶87―0522）

「米ペース」で交通安全キャンペーン

　８月10日、めざみの里観光物産館駐車場で、「米
ペース」で交通安全キャンペーンが行われました。
町交通安全母の会の会員など、関係者約40名が参加。
 米 に掛け「マイペースでの運転をお願いします」と
まい

呼びかけながら、町内産の米２合と梅干やガムなど
を、国道113号から誘導されたドライバーに配りま
した。受け取ったドライバーは「こんなプレゼント
がもらえるなんて」と喜んでいました。

　８月７～９日に、町教育委員会が「いいで子ども大学」
を開講し、小学３～６年生の34名が参加しました。３日間
を通して、米沢栄養大学と米沢女子短大の学生が講師を務
めました。年齢が近いお姉さん先生と一緒に、ピザ作りや
折り紙工作、手形でのアート作品づくりを行い、交流を図
りながら３日間を過ごしました。また、今年の子ども大学
では、開講して初めて、以前子ども大学に参加していた卒
業生が講師として参加しました。

子ども大学卒業生が先生に

いいで子ども大学

　８月25日、「やまがた子ども観光大使」を目指す県
内の小学生12名と、その保護者が飯豊町を訪れまし
た。参加者は、１泊２日で「未来に伝える山形の宝」
に登録された宇津峠の登山や農家民宿での農業体験
などを行い、町の魅力を学びました。受け入れを
行った、めざみの里グリーンツーリズム推進協議会
の髙橋勝会長は「山形が好き！になるきっかけにな
れば。今後も魅力を伝えていきたい」と語りました。

飯豊町の魅力を伝える

やまがた子ども観光大使　飯豊町講座開催

「 米 ペース」を呼び掛け
まい
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　８月14日、しらさぎ荘前広場を会場に「第30回添
川温泉ふるさと祭り」が開催されました。メインの
盆踊り大会では、浴衣や法被に身を包んだ踊り子が
華やかな円を描きました。踊り子の中には、キャラ
クターの仮装や手づくりの衣装に身を包んだ参加が
あり、注目を集めていました。そのほか、チビッコ
広場では魚のつかみどりなどが行われ、多くの来場
者でにぎわい、思い思いに祭りを楽しんでいました。

地区民総参加のふるさと祭り

　８月10日、中津川小屋地区の「森と暮らしの学校
（旧中津川小学校小屋分校）」で中津川チャレンジク
ラブが行われました。地区内から参加した５人の小
学生は、集落支援員の指導を受けながら、“地区内で
自分が好きなもの”を長さ５ｍもある台紙２枚に思
い思いに描きました。描かれた内容は、地区内の景
色が中心で、青空や緑の山々がきれいに表現されて
います。絵は、中津川地区公民館に掲示されました。

ふるさとの自慢を絵に

News 町の話題

第30回添川温泉ふるさと祭り中津川チャレンジクラブ

　８月18日、椿地区の涌沼神社祭礼が行われ、縁日広場の
会場となった白椿地区公民館で、約20年ぶりの縁日が復活
しました。椿地区の自治会長会が、かつてのにぎわいを取
り戻そうと実行委員会を組織し、「にぎわい縁日広場」を企
画。景品の購入などに町の助成事業を活用し、子どもたち
が遊びやすいようにと料金を10～20円に設定。会場には、
射的や輪投げ、駄菓子屋さんなど手作りの縁日屋台11店が
並び、多くの家族連れでにぎわいました。

縁日でにぎわいを取り戻す

涌沼神社祭礼　にぎわい縁日広場

支え合い 助け合いの 地域づくり
講演会　　　　　　　（あ～す）

夏休みオープンルーム
（中部地区公民館）

第8回おじいちゃん・おばあちゃんへの
絵手紙コンテスト審査委員会（あ～す）

 8
     28

 8
     21

 ８
     2
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（９月・10月の日程）
こどもみらい館の予定表

９月19日昌 10：45～ あそびの広場・避難訓練
　　20日昭 10：30～ 親子リトミック
　　25日昇 10：00～ こども園乳児部の見学・説明会
　　26日昌 10：00～ つばき保育園の見学・説明会
　　28日晶 10：45～ 添川児童センターの見学・説明会
10月 ４日昭 10：00～ ４歳児リトミック

●こどもみらい館　志72―3336 
開館日／火曜日から土曜日　休館日／月曜日、日曜日、祝祭日
利用時間／8：30～12：00 、13：00～17：00

日時／９月29日松10：30～
内容／平成30年４月生まれのお子さんと

お家の方、今まで参加できなかった
方に読み聞かせと絵本のプレゼント

ブックスタート広場

Child & Book子育てと図書

　町内に在住の方で、小学校入学前
のお子さんの写真掲載を希望される
方は、メール（iide-info@town.
iide.yamagata.jp）にお子さんの名
前・性別を記入して送付ください。
●問合せ先／役場総務企画課情報防
　災室 志87―0522 よこさわ りゅうと くん

ひぐち けんと くん

しだ りおな ちゃん たかはし くうま くん

○

会場／○印は各施設

○
○

今月の

おすすめ図書

ステキを作る
60代からのソーイング
ブティック社
体型カバーとおしゃれがかなうチュ
ニック&ワンピース、重ね着が楽しい
ベスト、シルエットが美しいボトム、
お出かけの必需品バッグ&帽子…。程
よく流行を加味した着やすいデザイン
満載の、シニア向けソーイングブック。

一般図書

笹本稜平／著　幻冬舎

犯罪収益の資金洗浄を取り締まるマ
ネー・ロンダリング対策室。捜査対
象だった仮想通貨取引所のCEOに
脅迫状が届く。ネット上を自在に飛
び回る犯人に、刑事たちは頭脳戦を
仕掛けるが…。

引火点
一般図書

あかんぼっかん

小さな島の火山から生まれた、大き
な赤ちゃん。煙を吐き上げ、大岩を
投げ、臭いおならをして大暴れ。で
も、赤ちゃんの涙は川になり、温泉
もできて…。九州に暮らすふたりが、
大地の営みを迫力満点に描いた絵本。

児童図書

ザ・キャビンカンパニー／作 　偕成社

ほんとはずっと好きだった
櫻いいよ／著　ポプラ社

偶然ぶつかった他校生とスマホが入
れ替わってしまった。夜、彼から電
話が…。「携帯電話で待ち合わせ」を
はじめ、手紙から始まる恋、幼なじ
みとのすれちがいなど、胸キュンが
止まらない甘い恋のショートストー
リー11編を収録。

児童図書

●開館時間　　午前９時～午後７時（４月～９月）
●休館日　　　毎週月曜日・祝日
●問合せ先　　町民総合センターあ～す図書室 志72―3111 
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飯
産
豊
遺 運

Heritage & Essay 文化財と随想

問合せ先／社会教育課生涯学習振興室緯72－3111

―渡邊吉郎吋―
　前回は吉郎が江戸から帰郷したことをお話しま
した。
　ちょうどこの頃、オランダ人医師のモーニッケ
という人が日本に 種 

しゅ

 痘 をもたらしました。種痘は、
とう

恐ろしい 疫 
えき

 病 である
びょう

 天 
てん

 然 
ねん

 痘 に対するワクチンです。
とう

江戸時代、飯豊町の中津川でも天然痘が大流行し
多くの死者を出したことがあります。この天然痘
に対抗するため、種痘は全国的に急速に広がって
いました。種痘は蘭学医の治療法です。吉郎は華
岡流の医師でしたが、同時に堀内素堂から蘭学を
学んだ蘭学医でもありました。よって吉郎はこの
種痘に着手し、その普及に努めたようです。故郷
で２年間を過ごした吉郎は再び当地を離れること
になります。
　嘉永４年（1851）から嘉永５年（1852）にかけて、
吉郎は越後の水原、新潟、会津、白川、那須を訪
れます。那須に赴いた際、たくさんの患者が吉郎

の治療を求めて集まってきました。その中に江戸
の人がいたようです。那須で会った患者から吉郎
は江戸へ再び来るように求められます。吉郎はこ
れに応えて江戸に向かいました。最初は茅場町
（日本橋付近）に医療所を開き、やがて檜物町（呉
服橋付近）に転居しました。弟子がたくさん集ま
り、徳川御三家に次ぐ家柄の 田 

た

 安 
やす

 徳 
とく

 川 
がわ

 家 にも出入
け

りするようになっていたようです。
　ところが嘉永７年（1854）、江戸において吉郎は
死去しました。50歳でした。葬儀は江戸の芝に
ある功運寺で行い、遺骸は黒沢に埋葬されました。
その場所は現在の黒沢共同墓地の中央、「渡邊吉郎
先生碑」
が建って
いる場所
だと思わ
れます。 中野区功運寺渡邊吉郎先生碑

「 
隠 
れ

か
く

 
家 
」

が

　

後　

藤　

幸　

平

　

常
に
前
向
き
で
あ
り
た
い
と
、
そ
う
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
続
け
て
い
る

人
で
あ
っ
て
も
、
ふ
と
肩
の
力
を
抜
い
て

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
い
時
が
あ
る
。
ど
ち
ら

が
本
当
の
姿
か
と
い
う
問
い
方
を
し
て
は

い
け
な
い
。
ど
ち
ら
も
本
物
で
あ
る
。

　

社
会
が
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
白
か
黒
か
、

ど
っ
ち
が
正
解
か
み
た
い
な
結
論
を
迫
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、
し
か
も
情
報
社
会
の

お
か
げ
か
、
誰
も
が
一
斉
に
右 
習 
い
し
て

な
ら

し
ま
う
よ
う
な
傾
向
に
は
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
く
れ
と
言
い
た
く
な
る
こ
と
も
少
な
く

な
い
。
ま
た
、
会
社
や
職
場
で
は
、
迷
い

ご
と
や
独
り
言
は
歓
迎
さ
れ
る
こ
と
で
は

な
く
、
組
織
の
一
員
と
し
て
規
則
や
規
律

を
守
る
こ
と
が
社
会
の
原
則
で
あ
る
。
一

日
中
汗
だ
く
に
な
っ
て
働
い
た
あ
と
、
家

庭
に
帰
り
、
こ
ん
ど
こ
そ
ホ
ッ
と
で
き
る

は
ず
だ
と
思
い
き
や
、
家
庭
に
は
家
庭
の

 
掟 
が
待
っ
て
い
る
。「
お
父
さ
ん
っ
オ
ネ

お
き
てガ

イ
！
」「
お
母
さ
ん
、
タ
ノ
ム
よ
！
」。

平
和
な
愛
情
に
満
ち
た
家
庭
ほ
ど
交
わ
さ

れ
る
会
話
だ
し
、
も
し
な
ん
に
も
対
話
が

無
い
家
庭
で
あ
れ
ば
凍
る
よ
う
な
沈
黙
と

静
寂
に
支
配
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
た
疲
れ
る

空
間
だ
ろ
う
。
共
働
き
や
一
人
暮
ら
し
で

あ
れ
ば
、
暗
い
部
屋
に
帰
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
帰
れ
ば 
灯 
り
が
点
い
て
お
り
、「
お

あ
か

帰
り
」
と
、
冷
え
た
ビ
ー
ル
が
待
っ
て
い

る
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
は
あ
ま
り
多
い

と
は
言
え
な
い
。

　

や
っ
ぱ
り
、
ど
こ
か
で
、
肩
の
力
を
抜

い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
そ
の
と
き
の
素
顔
が

一
番
魅
力
的
だ
と
い
う
世
界
が
ほ
し
い
。

い
わ
ゆ
る
「
隠
れ
家
」
で
あ
る
。
ひ
と
り

二
人
の
秘
密
の
隠
れ
家
で
は
な
い
。
職
場

と
家
庭
の
間
の
第
三
の
世
界
、
地
域
の
中

に
あ
っ
て
、
誰
も
が
ふ
ら
り
と
立
ち
寄
れ

る
隠
れ
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
。
こ
れ
が
あ

る
か
な
い
か
が
地
域
の
力
を
左
右
す
る
の

で
は
な
い
か
と
最
近
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

作
家
、
井
上
ひ
さ
し
が
残
し
た
言
葉
が

あ
る
。「
む
ず
か
し
い
こ
と
を
や
さ
し
く
、

や
さ
し
い
こ
と
を
ふ
か
く
、
ふ
か
い
こ
と

を
お
も
し
ろ
く
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
ま

じ
め
に
、
ま
じ
め
な
こ
と
を
ゆ
か
い
に
、

そ
し
て
ゆ
か
い
な
こ
と
は
あ
く
ま
で
ゆ
か

い
に
」。
名
言
で
あ
る
。
実
は
こ
の
言
葉

の
真
意
は
逆
か
ら
読
ま
な
く
て
は
分
か
ら

な
い
。
一
見
ゆ
か
い
な
お
も
し
ろ
い
こ
と

に
、
ふ
か
く
む
ず
か
し
く
た
い
せ
つ
な
こ

と
が
あ
る
ん
だ
と
。

　

地
域
の
た
の
し
い
隠
れ
家
に
社
会
を
動

か
す
大
事
な
可
能
性
が
潜
ん
で
い
る
。
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健康ikiiki ＋ では、町健康福祉センター（町健康
プラス

福祉課・町国民健康保険診療所）から、季節ご
とに旬な話題をお届けし、町民の皆さんの健康
づくりを応援します。

H E A L T H

今 月 の
テ ー マ

子育て世代包括支援センター
の取り組み

　本町では、６月25日に、妊娠・出産や子育てに悩んでいるお母さん方が安心して気
軽に相談できる場所として「飯豊町子育て世代包括支援センター」を開設しました。
　現在下記の取り組みを行うことで、皆さんの妊娠・出産・子育てまで切れ目のない
サポートをさせていただきます（引き続きのものも含みます）。

　母子健康手帳は、「妊娠届出書」を提出すると交付
されるもので、妊娠から出産、育児、予防接種、健
康診査に至るまでの記録となるとても大切なもので
す。
　母子健康手帳交付時に全ての妊婦さんと面接を行
うことで、妊娠・出産・子育てに関する疑問や質問、
相談などに応じます。
また、個別の状況に応
じた「支援プラン」を
作成することにより、
必要な支援や情報の提
供を行います。

　妊娠中、出産、そして産後の疑問や体のこと、育
児のことなどの相談や妊婦さん同
士の交流が気軽にできます。さま
ざまな不安の解消や友だちづくり
のきっかけに、プレママサロンを
ぜひご利用ください。

　生後４カ月までのお子様の健やかな成長のお手伝
いと、産後のお母さんの健康支援や育児支援を目的
として、保健師や助産師がご家庭を訪問します。

　赤ちゃんはかわいいけれど、昼夜関係なく続く子
育てで、外にもなかなか出られないし、人と話をす
る機会もないし…、というママたちが気軽に集まっ
て、おしゃべりしたり、情報交換したり、ちょっと
一息ついたりする場所です。保健師・助産師による
個別相談も受けられます。

　上記以外にもちょっとした質問・お悩みなどもお気軽にご相談ください。
※開催日時や内容の詳細については下記までお問い合わせください。また、参加を希望される方は電話な
どで申し込みください。

飯豊町大字椿3654-1（飯豊町健康福祉センター内）
☎86繰2338　FAX86繰2230　E-mail/i-iryou@town.iide.yamagata.jp
午前８時30分～午後５時15分（土曜・日曜日、祝日、年末年始を除く）

飯豊町子育て世代包括支援センター

○母子健康手帳の交付 ○プレママサロン

○ママと赤ちゃんサロン

○赤ちゃん訪問
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生きがいを持ち自立した生活を続けるために

みんなで進めよう！介護予防！

【参加者の感想】
・テレビを見て体操をできるので気軽で良い。
・体操の動きがゆっくりなので分かりやすい。
・重りをつけることで効果が上がると思う。
・体操を続けていると、動作が楽になった気がする。
・体操を週１回することが当たり前になっている。

【いきいき100歳体操を始めましょう！】
いきいき100歳体操のことを詳しく知りたいという集落
や団体には、町職員がお伺いして体操の説明をさせてい
ただきますので、お気軽にお問い合わせください。

代表者　加藤寛次さん
参加者　17名
開始日　平成29年４月18日
会　場　深淵公民館
実施日　毎週火曜日 14：00～

い
き
い
き
1
0
0
歳
体
操

取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

深淵西東地区

地域版
　

深
淵
西
東
地
区
で
は
、
昨
年
４
月
か

ら
毎
週
「
い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
の
よ
う
に
長
い
時
間
で
は
、

地
区
の
皆
さ
ん
が
、
集
ま
り
に
く
い
と

の
話
し
か
ら
、
地
区
長
を
は
じ
め
と
す

る
有
志
の
方
々
で
、
短
い
時
間
で
気
軽

に
運
動
で
き
る
１
０
０
歳
体
操
を
始
め

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

地
区
で
は
こ
れ
ま
で
、
定
期
的
に
公

民
館
に
集
ま
る
機
会
は
な
か
っ
た
の
で
、

週
１
回
の
体
操
は
地
域
で
の
貴
重
な
情

報
交
換
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
に
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ス
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
使
っ
て
い
な
い

も
の
を
借
り
た
り
、
無
償
で
譲
り
受
け

な
が
ら
自
分
た
ち
で
揃
え
ま
し
た
。

　

１
０
０
歳
体
操
を
続
け
て
い
る
皆
さ

ん
に
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

　

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
毎
号
先
着　

名
（
１
人
１
作
品
）
を
掲
載
し
ま
す
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◆
お
題
／
「
萩
」
ま
た
は
自
由
題

◆
提
出
方
法
／
掲
載
号
の
前
月
の
第
４
木
曜
日
ま
で
に
、
未
発
表
の
自
作
の
川
柳
と
住
所
、

電
話
番
号
、
氏
名　
（
ま
た
は
雅
号
）
を
明
記
の
う
え
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出

◆
提
出
・
問
合
せ
先
／
役
場
総
務
企
画
課
情
報
防
災
室
☎
8
7
―
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7
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幸

祈
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満

月
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星

い
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ぱ
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夏
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暑
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台
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お

ぼ

ろ
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の

お
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夢

に

み

る

・

星

空
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流

れ
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月

に　

母

を

思

う

・

庭

先

に　

月

の

ラ

ン

タ

ン　

 

灯 

る

夕

と
も

・

満

月

や　

お

も

わ

ず

手

と

手　

合

わ

す

な

り

・

お

月

様　

今

の

日

本

を　

ど

う

思

う

・

名

の

如

く　

憂

い

を

含

む　

彼

岸

花

・

ゴ

ミ

の

国　

明

日

の

日

本　

ど

こ

へ

行
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風

ぐ
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嫁

に

感

謝　

重
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な
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食
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職
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求

め
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町

へ

出
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子
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ゅ

う
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需
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ま

わ
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終
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ツ
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天
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言
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通
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ほ
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治
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な

っ
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医

者

さ
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・

八
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懺 

ざ
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お
題
／
「
月
」
ま
た
は
自
由
題
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◆工事日程／９月18日昇～10月20日松
◆工事期間中の斎場利用／斎場全館が
利用できないため、白鷹町、南陽市、
川西町の斎場を利用ください
※詳細は、お問い合わせください
◆問合せ先／役場住民税務課住民室緯
87繰0511、生活環境室緯87繰0514

◆募集人数／２名
◆受付期間／９月25日昇～10月５日晶
９：00～17：00　※土日を除く　
◆業務内容／公共施設や高齢者宅など
の宅道除雪ほか
◆資格要件／大型特殊自動車免許を取
得し、かつ車両系建設機械運転技能
講習（整地・運搬・積込み用および
掘削用）を修了した方

◆決定方法／書類選考。必要に応じて面接
◆雇用期間
　12月１日～平成31年３月31日
◆勤務条件
焔賃金／日額11,500円
※町の規定により通勤手当を別途支給
焔勤務時間／８：30～17：00
焔休日／原則土・日曜、祝日、年末年始
※天候などの状況に応じて、時間外・
休日に勤務する場合もあります
焔その他／社会保険・雇用保険に加入
◆申込方法／申込書に必要事項を記入
し、運転免許証の写しと車両系建設
機械運転技能講習修了証の写しを添
えて提出してください。申込書は建
設室窓口または町ホームページから
取得できます
◆申込・問合せ先
　役場地域整備課建設室緯87―0516

　日没が早まる秋冬は夕暮れから夜間
の交通事故が多くなります。交通安全
は家庭から。安全な町を創りましょう。
◆運動の重点
陰子どもと高齢者の安全な通行の確保
と高齢運転者の交通事故防止
隠夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗
用中の交通事故防止
韻全ての座席のシートベルトとチャイ
ルドシートの正しい着用の徹底
吋飲酒運転の根絶
右運転者の基本ルール遵守徹底
※意識して歩行者、自転車を守りま
しょう

◆問合せ先／役場住民税務課生活環境
室緯87繰0514

◆採用予定人員
　消防士　若干名（男女不問）
◆受験資格／平成６年４月２日以降に
生まれた方。そのほか、業務に必要
な身体要件あり

※採用後、長井市、小国町、白鷹町、
飯豊町に居住予定の方

◆受付期間／10月５日晶～10月29日捷
８：30～17：00（土・日・休日を除く）
◆試験日／11月11日掌
◆試験会場／交流センターふらり（長井市）
◆採用予定日／平成31年４月１日
◆受験申込書の交付場所／西置賜行政
組合事務局、消防本部・消防署、消
防署各分署（飯豊分署含む）

◆その他／詳細は、西置賜行政組合の
ホームページをご覧ください

◆申込・問合せ先
　西置賜行政組合事務局緯88繰4336

◆募集人員／若干名
◆業務内容／土地改良施設の管理業務
および改良区運営に関する一般事務

◆受験資格
陰平成元年４月２日以降に生まれた方
で、高等学校以上を卒業した方、ま
たは平成31年３月までに卒業見込
みの方
隠長井市、飯豊町、川西町在住の方
韻普通自動車免許取得の方または採用
時まで取得見込みの方

◆採用予定日／平成31年４月１日
◆受付期間／９月25日昇～10月19日晶
◆第一次試験日／11月10日松
◆会場／白川土地改良区（長井市）
※二次試験は一次試験合格者に通知
◆申込・問合せ先
　白川土地改良区総務課緯88繰9331

◆募集職種および資格
◇上級／昭和36年４月２日以降に生
まれた方で、商工鉱業の指導実務な
どの経歴がある方

◇初級／昭和54年４月２日から平成
13年４月１日までに生まれた方
◆採用予定数／上級・初級いずれも５名
◆職務内容／県内市町村の商工会にお
ける地区内事業所の経営指導業務ま
たは経営指導補助業務

◆第一次試験日／10月20日松
◆試験会場／霞城セントラル（山形市）
◆受付期間／９月25日昇～10月２日昇
◆その他／詳細は、山形県商工会連合
会ホームページをご覧ください

◆申込・問合せ先
　飯豊町商工会緯72繰3000

長井市緑が丘斎場
改修工事のお知らせ

秋の交通安全県民運動
（９月21日～30日）

西置賜行政組合消防職員
採用試験

除雪機械オペレーター募集

白川土地改良区
職員募集

山形県商工会等職員
採用試験

緯74-2447東 部 地 区 公 民 館緯72-3353社 会 福 祉 協 議 会緯72-3111「 あ ～ す 」

緯75-2111西 部 地 区 公 民 館緯74-2011ひ め さ ゆ り 荘緯86-2233町 健 康 福 祉 課

緯77-2020中津川地区公民館緯72-3086スポーツセンター緯86-2117介護老人保健施設

緯72-2245飯 豊 駐 在 所緯72-2126中 部 地 区 公 民 館緯72-2300国民健康保険診療所

緯77-2110中 津 川 駐 在 所緯72-2242白 椿 地 区 公 民 館緯77-2330附属中津川診療所

飯豊町役場
　電話　　0238―72―2111
　FAX   　　    　72―3827
ホームページ 　　 www.town.iide.yamagata.jp
Eメール　　iide―info@town.iide.yamagata.jp
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Information お知らせInformation お知らせ

（８月届け出分）

※この欄に掲載を望まない場合は届
出の際にお申し出てください。
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　子宮頸がん検診・乳がん検診を土日
に行います。今年、まだ検診を受けて
いない方は、休日のこの機会に忘れず
に受けましょう。
◆対象者
◇子宮頸がん検診／20歳以上の女性
◇乳がん検診／35歳以上の女性
◆10月20日松／７：45～検診開始
◇受付時間／７：00～７：30
◆10月21日掌／９：00～検診開始
◇受付時間／８：30～９：00
◆会場／南陽検診センター
◆申込・問合せ先／南陽検診センター
　緯0238繰43繰6303

　置賜地域の工業製品・部品などを一
堂に集め、地域内受発注の促進と企業
間の交流・連携を図り、地域ものづく
り企業の発展のため開催します。
　置賜地域の企業・一般・学生など、
どなたでも入場無料です。
◆日時／10月４日昭14：00～17：00
◆会場／東京第一ホテル米沢
◆出展社数／置賜地域から約30社
◆問合せ先
　米沢商工会議所緯0238繰21繰5111

◆日時／９月24日捷13：00～
◆場所／山形ビッグウィング
◆出場者／県内各地区ブロックの中学
生代表15 名
◆問合せ先／（公社）山形県防犯協会
連合会緯023繰624繰3800

　危険物取扱者・消防設備士の義務と
して、消防法令では、免状交付の日か
ら10年以内ごとに写真の書き換えを
しなければならない規定となっており
ます。
　免状の写真下欄記載の期限を確認の
上、速やかに手続きを行ってください。
◆問合せ先／（一財）消防試験研究セン
ター山形県支部緯023繰631繰0761

お誕生おめでとうございます
ご両親氏 名住所
  竜　範  （千　鶴 山　口　 煌 　

こう

 生 く　ん
き

萩生
 雅　幸（恵理子舟　山　 咲 　 夏 ちゃん

え な

萩生
 拓　郎（典　子梅　津　 昂 　 生 く　ん

こう せい

萩生
 恭　平（梨　佳小　松　 大 　 輝 く　ん

ひろ き

萩生

心からおくやみ申し上げます
年齢氏 名住所
92大 石 はなよさん石原萩生
84長谷川    登喜子さん松原
83田　林　靖　夫さん町上萩生
89後　藤　芳　子さん高造路
64竹　田　裕 一さん財津堂椿
87鈴　木　　保　さん八幡手ノ子
91嶋　貫    照　代さん中ノ目北萩生
90髙　橋 静 江さん落合手ノ子
89原　田 健 巳さん町上手ノ子
84嘉　藤 里 司さん石原萩生

キノコ食中毒に
ご注意ください

休日レディース検診の
ご案内

見たい！聞きたい！知りたい！
置賜のものづくり

山形県少年の主張大会

危険物取扱者・消防設備士
の免状をお持ちの皆さまへ

　山形県は平成24年からきのこ食中
毒の発生件数が全国で一番多い県と
なっています。
　特に、ツキヨタケによる食中毒が多
いので、写真の見分け方を参考に、
誤って食べないようにしてください。
　ツキヨタケは、置賜地方では例年、
９月の下旬から10月の上旬にかけて、
ムキタケよりも早い時期に出てくるよ
うです。くれぐれも間違えないように
気を付けてください。

石づき（きのこの柄）を縦に裂くと、
芯の部分に黒っぽいしみが見られる。
まれに、しみが分かりにくいものがあ
るので注意。シイタケ、ムキタケ、ヒ
ラタケとよく間違われる。
◆毒キノコ食中毒予防のポイント
斬知らないキノコは採らない
斬食べられるキノコが生えていても、
それと似た毒キノコが混じって生え
ていることがあるので、採るときも、
食べる前にもよく注意する
斬少しでも不安を感じたら廃棄する
斬安易なおすそ分けはしない
斬「縦に裂けるキノコは食べられる」
「毒キノコは美しい」「虫の食べたキ
ノコは食べられる」などの言い伝え
は、科学的根拠のない迷信

◆問合せ先／置賜総合支庁生活衛生課
　緯0238繰22繰3740

８月分　　（　）内は対前月比
6転入2,380（   0）世帯数
15転出3,542（  -5）男人　

口
4出生3,657（  -9）女
9死亡7,199（-14）計

人の動き



　この度の入賞ありがとうございます。私の
写真は平成28年11月５日、朝６時30分、上原
のテレビアンテナ塔から撮ったものです。
　日の出前から山並みが赤く染まり、靄が出
て飯豊山頂から染まり３分位のドラマでした。
集落は風が少しありましたが、すぐに靄が消
え始めた時の一枚です。
　一緒に居た南陽市の方と思わず「やっ
たぁ！」と喜びの声をあげました。
　山からのご褒美だと思っています。

渦
Series

山口　吉右衛門 さん　（ 宇津沢 ）　

佐藤秀明審査員の講評

　私も何度かこの場所から撮影をしました。
しかし同じ写真は二度と撮れませんでした。
作者の並々ならぬこの場所から中津川を撮る
という熱意が伝わってくる作品です。絵をま
とめあげる腕前もさすがです。

受 賞 の よ ろ こ び

「朝のドラマ朝 靄 の里」
もや

入　選

審査員 佐藤 秀明 氏

　日本大学芸術学部写真学科卒業後、世界中の
辺境を旅し、自然と人間、文化を独自の視野で撮
り続けておられます。

ISO100　１/30秒　F４

掲載順について
　上位の作品から順に掲載します 　中津川地内撮 影 地

4
テーマ：あの人に送りたい一枚～いいで町～

この広報紙は再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。


